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この本に収録されている内容は、日本認知神経リハビリテーション学会訳註1の会員
のためにイタリアのサントルソ（Santorso）訳註2に所在する認知神経リハビリテーショ
ン研究センターが開催したコースでの講義の一部を中心として、患者の言語記述をど
う解釈するのか、またリハビリテーション訓練室での作業を現実の生活にどうつなげ
ていくのかという問題について考察したものである。

これらの講義に共通しているのは、認知神経リハビリテーション（認知運動療法）の
基礎となる理論であり、それを機能回復にどう応用していくのかという問題である。
しかしそれだけではない。
根本にあるテーマは身体と精神の関係をめぐる問題である。これについては、今で

は多くの哲学者や神経科学者たちが「身体化された精神（embodied mind）」という考
え方を支持している。つまり、行為する主体と現実の相互作用は、その多くが身体の
構造に依存しているという点に同意している。したがって身体と精神の問題は現時点
でほぼ解決されたと考えられがちだ。しかしここで注意しなければいけないのは、哲
学者が精神との関わりで身体について語る時、そこで言う身体とは、身体の中の一
部、つまり脳だということである。本書を読んでもらえばわかると思うが、認知神経
理論に基づいたリハビリテーションに携わる私たちは、「身体」というからには身体
すべてを指すべきだということを知っている。つまり関節や靭帯や関節など、神経系
よりも下位のものと扱われる組織すべてを考慮すべきなのだ。これらの組織も認知や
認知過程に多くの貢献をしているのであり、リハビリテーションではそれを看過する
ことはできない。
またリハビリテーションに携わる私たちは、身体と精神の関係を理解するのに哲学

者ほど苦労しない。人間というシステムは、世界を知るために世界との相互作用を行
うが、その中において身体と精神は分かちがたいユニットとして働いていることがリ
ハビリテーション訓練室の日常でよくわかるからだ。
むしろリハビリテーションの立場からすると、「身体化された精神」ではなく、「精
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訳註1 日本では2000年に「日本認知運動療法研究会」が発足したが、2001年にイタリアの認知神経リハビ
リテーションセンター（Centro Studi di Riabilitazione Neurocognitiva）」の創立と活動展開を受け、2011
年に「日本認知神経リハビリテーション学会」と改名した。2012年現在、約2,300名の会員が在籍し
ている。

訳註2 イタリア北部のヴィチェンツァ（Vicenza）県にある町。
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神化された身体（minded body）」という言葉を使いたくなる。どちらが先かという点
を明らかにするためには、「精神化された身体」という言葉を使うことにも意味があ
るかもしれないからだ。とはいえ、身体と精神は別々のものとして存在するわけでは
ないし、またそのように研究されるべきでないのは明らかだ。
少なくとも認知運動療法ではそのような立場をとっている。実際に行われる訓練を

見れば、セラピストが働きかけているのは患者の身体なのか、患者の精神なのかと分
類して考えることは不可能なことがわかるだろう。「身体化された精神」に働きかけ
ているのか、「精神化された身体」に働きかけているのかと分類することも不可能だ
ろう‼
もちろん身体と精神の関係以外にもたくさんの問題がある。そのうちのいくつかに

ついては、本書に収められた講義の中で認知神経理論からの解釈を提言している。
講義といっても、教室で行われた本来的な意味での「講義」もあるし、第2部に収

録されているように演劇などの形態をとったものもある。毎年行われている日本人の
ための特別コースの際に、「文化交流の夕べ」と称して劇場での「講義」も行われてき
たからだ。

どちらにせよ根本にあるのは「運動は行為として研究されるべきであり、すべての
行為は認知である」という確信である。運動の組織化を改善しようとする試みは、そ
れがどのような方略にあるにせよ、この点を踏まえるべきである。
この基本原理を、私たちはマトゥラーナ（Humberto Maturana）とバレーラ（Francisco 

Varela）に学んだ。興味のある読者にはまず『知恵の樹』訳註3を読むことを薦めたい。
ただし、この作品のテーマを要約すると「認知を知る」ということになるのだろう
が、私たちはリハビリテーションの立場から、それを「認知を生きる（vivere la cono-
scenza）」という考え方に発展させている。 

「認知を生きる」とはサントルソの認知神経リハビリテーションセンターが2001年
から始めた研究プロジェクトであり、日本認知神経リハビリテーション学会もその研
究に加わった。
このプロジェクトを進める中で、私たちは、認知の研究は認知科学の研究を介して

だけではなく、患者の言葉を介しても行われるべきだと確信するようになった。そう
すると、人間の運動に対する認知神経理論からの正しいアプローチをするためには、
少なくとも2種類の観察が必要になってくる。一つは外部から行われる分析（第三人称
で現象を分析するという視点）、もう一つは患者自身によって行われる分析（第一人称の
視点）である。このような視座に立つと、観察者が誰であるかにかかわりなく“自然
に存在するもの”として定義されてきたデータが、はたして本当にそうなのかという
疑問が出てくる。実はそれらも観察者が構築した要素だからだ。それは外部観察者と

訳註3 Maturana H, Varela F（管啓次郎・訳）：知恵の樹─生きている世界はどのようにして生まれるのか─．
ちくま学芸文庫，筑摩書房．
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して分析を行う場合も、精密な測定機械を使う場合にも、あるいは患者の言語記述を
活用する場合も同じである。認知神経理論に基づくリハビリテーションアプローチの
意味は（本書を読んでもらえばわかると思うが）、測定値の正確さを求める以上に、2つの
視点から得られた分析の間の相関性を見つけていくことにある。
忘れてはならないのは、すべての運動（訓練も含めて）は、ある特定の認知をもたら

す行為であり、一つの生きた経験であるということだ。したがって、リハビリテーシ
ョンの場合には脳科学のように行為、そしてそれを遂行するために運動する身体の感
覚的な側面（「患者がどう感じているのか」）だけに研究を限定するわけにはいかない。
認知的な側面（「患者は何を考えているのか」）あるいは情動的な側面（「患者がどのような
気持ちを覚えているのか」）にまでその研究の対象を拡大していくことが必要になる。

本書は2部に分かれている。第1部では日本のセラピストのための特別コースに際
してサントルソのセンターで行われた講義が中心となっている。第2部はいくつかの
いささか“枠からはずれた”試みを収録しており、サントルソや日本認知神経リハビ
リテーション学会での講義を聞いていない読者は驚くかもしれない。
演劇の台本、歌の歌詞、文学作品の分析などが収録されているが、これらもまた、

認知運動療法の基礎となる認知神経理論の視座からの作品にほかならない。
私たちはリハビリテーションとは文化的な行為であり、つまり世界をどう捉えるか

というセラピストと患者の視座（これをイデオロギーと表現する者もいる）に大きく依存
していると確信している。したがってリハビリテーションを進める際と同じストラテ
ジーを現実世界の解釈、つまりリハビリテーションの対象となる人間の行為だけでな
く、人間がつくりだしたさまざまな作品の解釈にも活用できると考える。
こうした試みが妥当なものであるのか、また人間理解を深めるために有意なもので

あるのかは、これからのリハビリテーションの展開が教えてくれるだろう。

2011年12月28日
カルロ・ペルフェッティ

Carlo Perfetti



章

ピノッキオ：身体と精神
Pinocchio, il corpo e la mente

『ピノッキオの冒険』の 
認知神経理論的な視点からの解釈

この講義では、第2部に収められている他のテキスト同様の試みがなされている。リハビ
リテーション以外の目的で書かれたテキストを、認知神経的な視座（訓練室で患者の記
述を理解しようとする視座）から解釈しようとする試みである。『素晴らしき水車』ではピラン
デルロの短編を取り上げたが、ここでは『ピノッキオ』を選んだ。『ピノッキオ』は子ど
も向けの物語として世界中で知られている。しかし実は“子ども向け”なのは見かけだ
けだ。講義では19世紀末に描かれたこの作品の歴史的背景を分析してみた。という
のも、この時期は脳科学の誕生あるいは脳の研究においても重要な時代だからだ。テ
キストを精読すると、フランツ・ガル（Franz Gall）やフリッシュ（Gustav T. Fritsch）と
ヒッツィヒ（Eduard Hitzig）などの科学者たちについて言及されていることがわかる。ま
た同じように、ピノッキオが物語の中で遭遇するさまざまな教育手法についての分析も
試みた。
さらに、ピノッキオがロバに姿を変える場面を認知神経理論の立場から解釈してみ
た。作者のコッローディ（Carlo Collodi）が、身体を知覚するさまざま可能性を順番に
記述していく部分はとても興味深い。
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1　■　世界を捉える視座
リハビリテーションは社会から切り離された

象牙の塔ではありません。その時々の文化に深
く関係しています。リハビリテーションの進め
方は、リハビリテーション専門家（医師やセラピ
スト）が「世界」や「人間」をどう捉えている
か、あるいは人間の脳が「つくりだすもの」を
どう捉えているかという視点に密接に関わって
いるのです。リハビリテーション専門家の生き
ている時代や社会の仕組みに影響されるのです。ですから、さまざまな社会的・
文化的・歴史的状況の分析や政治的判断をする時と同じように、リハビリテーシ
ョン治療を選択する時にも「世界を捉える視座」が重要になってきます。
したがって、リハビリテーション以外の状況を解釈する時にも、認知神経リハ

ビリテーションの基礎となるいくつかの概念について検討するトレーニングをし
ておくことが重要になるでしょう。たとえば、芸術作品や文学作品註1の分析がそ
れに相当します。今回、文学作品をめぐる講義のテーマとしてピノッキオを取り
上げたのもそうした理由からです。講義のテーマは「ピノッキオ：身体と精神註2」
そして副題として「“ピノッキオの冒険”の認知神経理論的な視座からの解釈」と
しました。
この講義の目的は、『ピノッキオの冒険』という文学作品を、その一部ではあり

ますが、認知神経理論の視点から分析することです。この物語の中にリハビリテ
ーションにも共通するいくつかの重要な問題を確認し、認知神経リハビリテーシ
ョンのアプローチの特徴と照らし合わせて考察することが、この作品を十分に理
解するための手がかりになると考えられるからです。また、こうした視点からピ
ノッキオを読もうとする試みは、認知神経理論の視点を検証する試みでもありま
す。芸術作品も、私たちの研究も、同じ何かを知ろうとするプロセスです。その
意味では科学や歴史や哲学に並ぶものなのであり、この試みもそれほど的外れな
ものではないだろうと思います。
「世界に意味を与えるという人間の能力」に関わる問題というのは、認知神経

註1 「物語医療」という考え方もある。これについては本書の第4章「患者と話す」を参照のこと。
註2 カルロ・コッローディ（1826－1890）の著した『ピノッキオの冒険』は、イタリア内外でもよく知られた書物の一つ。

1881年7月7日から「こども新聞」に連載形式で発表され、『操り人形の物語』のタイトルで1883年にフィレンツェの
パッジ社から刊行された。現在まで260の言語に翻訳されている。物語は貧乏な大工が木の操り人形をつくろうと決め
るところから始まる。人形ピノッキオは、姿ができるとすぐに自分で動くようになり、家を逃げ出していくつかの冒険
をする。そうした冒険を体験する中で人形の身体は変化する。しかしピノッキオの願いは本当の人間の子どもになるこ
とで、小説の最後にその願いは達成される。通常この物語は子ども向けの作品として紹介され、教育的内容が強調され
る。コッローディは他にも児童向けの作品をたくさん書いている。しかしピノッキオの物語を成人向けの寓話として解
釈しようとする試みも少なくない。イタリア統一後のイタリア国民の問題と絡めて解釈しようとする試みもあるし、宗
教的な解釈や、自伝としての解釈などもなされてきた。

ⒸRiccardo De Falco
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リハビリテーションに携わる私たちが訓練室の仕事で常に接している問題です
が、ピノッキオの物語の中にもそうした問題が容易に見出せます。たとえば、身
体と精神の関係という問題です。ピノッキオは身体を有してはいますが、その身
体は人間のような身体ではありません。また、運動の組織化のための情報収集と
情報処理の問題も見出せます（『ピノッキオの冒険』の第32章を参照）。あるいは、経
験を組み立てるうえでの言語の役割（身体のメタファー）や、現実との相互作用に
は感覚的側面・認知的側面・情動的側面といったさまざまな側面が関わっている
という問題、人間を変化させる目的で行われる教育における自発性と組織化され
た治療プログラムの問題なども見出せます。
たとえば、著者のコッローディが人間を機械として捉える視点に異議を唱えて

いることは、テキストの中にはっきりと読み取ることができます。実験室の中で
意識を有する人間を創造しようとする試みにも異議を唱えていますが、これも認
知神経理論に近い視点です。
本人が自律的に管理する自発的教育（おもちゃの国の逸話）、プログラムされて

いない経験による教育（ネコとキツネとの逸話）、あるイデオロギーに基づいた教
育（井戸の水揚げポンプの逸話）、さまざまな社会構造によって管理された教育（働
き蜂の国、間抜けおとしの町、野菜づくりのジャンジョの逸話）などへの批判も認知神
経理論につながるところがあります。こうした人間の教育に関わる問題は、認知
神経リハビリテーションに携わる私たちもしばしば対峙しなければならないので
す。なぜなら、認知神経理論では回復とは学習過程だと考えているからです。リ
ハビリテーション専門家は、損傷によって損なわれた機能の再獲得をめざして患
者を指導していくための最適の教育方法はどれなのか、患者の自律をめざすため
の最適の教育方法はどれなのかを追究していかなければならないと思います。
こうした問題点を『ピノッキオの冒険』のテキストの中から拾い出し、認知神

経理論に照らして解釈し考察していくことで、テキストをさらによく理解するこ
とができるのではないでしょうか？　しかし、ここで重要なのはテキストが書か
れた時代背景、当時の科学的知識などを考慮しながらこの作業を行っていくとい
うことです。また一方で、著者のコッローディが取り上げている問題を分析する
ことは、リハビリテーションの基本概念の整理や展開にとっても有益であるかも
しれません。

2　■　基本的な考察
ピノッキオの物語を注意深く分析してみることで、認知神経理論の視点を通し

て芸術作品を解釈していくきっかけとし、認知神経リハビリテーションに携わる
者のみならず文学愛好家にとっても興味深い考察が引き出せるかどうかを試して
みたいと思います。
そこでまず最初に、一般的な観点からの考察をしていきましょう。テキストの

歴史的・社会的枠組みを理解するために必要だからです。また、リハビリテーシ


